
1．収入及び支出の状況

（1）収入
当初予算額 補正予算額等 予算現額

A B C(A+B) 調定済額  D 収入済額  E D/C E/C E/D
1 町税 1,346,403 0 1,346,403 1,502,139 1,381,499 111.6 102.6 92.0

2 地方譲与税 128,000 9,516 137,516 137,516 137,516 100.0 100.0 100.0

3 利子割交付金 700 -433 267 267 267 100.0 100.0 100.0

4 配当割交付金 2,300 1,567 3,867 3,867 3,867 100.0 100.0 100.0

5 株式等譲渡所得割交付金 2,000 686 2,686 2,686 2,686 100.0 100.0 100.0

6 法人事業税交付金 8,000 7,988 15,988 15,988 15,988 100.0 100.0 100.0

7 地方消費税交付金 220,000 32,201 252,201 252,201 252,201 100.0 100.0 100.0

8 ゴルフ場利用税交付金 4,000 289 4,289 4,290 4,290 100.0 100.0 100.0

9 環境性能割交付金 8,000 -593 7,407 7,407 7,407 100.0 100.0 100.0

10 地方特例交付金 6,000 -2,476 3,524 3,524 3,524 100.0 100.0 100.0

11 地方交付税 6,200,000 656,804 6,856,804 6,856,804 6,856,804 100.0 100.0 100.0

12 交通安全対策特別交付金 1,500 -150 1,350 1,350 1,350 100.0 100.0 100.0

13 分担金及び負担金 55,704 577 56,281 54,095 47,247 96.1 83.9 87.3

14 使用料及び手数料 124,562 0 124,562 125,828 118,221 101.0 94.9 94.0

15 国庫支出金 650,736 745,901 1,396,637 1,424,575 972,339 102.0 69.6 68.3

16 県支出金 551,719 107,914 659,633 615,658 552,830 93.3 83.8 89.8

17 財産収入 15,848 930 16,778 27,623 27,412 164.6 163.4 99.2

18 寄附金 401,001 209,450 610,451 611,791 592,772 100.2 97.1 96.9

19 繰入金 736,320 -533,260 203,060 202,340 0 99.6 0.0 0.0

20 繰越金 200,000 710,330 910,330 910,330 910,331 100.0 100.0 100.0

21 諸収入 194,807 34,776 229,583 246,305 220,059 107.3 95.9 89.3

22 町債 962,400 297,200 1,259,600 324,600 324,600 25.8 25.8 100.0

23 自動車取得税交付金 0 60 60 60 60 100.0 100.0 100.0

11,820,000 2,279,277 14,099,277 13,331,244 12,433,270 94.6 88.2 93.3
補正予算額等（Ｂ）欄には、令和3年度から繰り越された「繰越明許費」428,870千円が含まれています。

（2）支出
当初予算額 補正予算額等 予算現額

A B C(A+B) 負担行為済額 D 支出済額   E D/C E/C E/D
1 議会費 84,286 -2,300 81,986 80,521 80,542 98.2 98.2 100.0

2 総務費 2,010,227 752,388 2,762,615 2,041,997 1,863,258 73.9 67.4 91.2

3 民生費 2,043,140 155,413 2,198,553 1,732,074 1,694,309 78.8 77.1 97.8

4 衛生費 1,384,162 41,569 1,425,731 1,328,440 1,282,791 93.2 90.0 96.6

5 労働費 30,018 0 30,018 30,000 30,000 99.9 99.9 100.0

6 農林水産業費 589,018 65,873 654,891 623,064 518,719 95.1 79.2 83.3

7 商工費 439,717 128,225 567,942 517,171 482,384 91.1 84.9 93.3

8 土木費 1,877,980 550,672 2,428,652 2,040,944 1,438,781 84.0 59.2 70.5

9 消防費 568,324 971 569,295 552,234 539,703 97.0 94.8 97.7

10 教育費 835,397 38,539 873,936 819,334 765,865 93.8 87.6 93.5

11 災害復旧費 10,700 547,927 558,627 273,966 156,502 49.0 28.0 57.1

12 公債費 1,942,029 0 1,942,029 1,936,626 1,936,382 99.7 99.7 100.0

13 諸支出金 2 0 2 0 0 0.0 0.0 -

14 予備費 5,000 0 5,000 0 0 0.0 0.0 -

11,820,000 2,279,277 14,099,277 11,976,371 10,789,236 84.9 76.5 90.1
補正予算額等（Ｂ）欄には、令和3年度から繰り越された「繰越明許費」428,870千円が含まれています。

当初予算額 補正予算額 予算現額
A B C(A+B) 調定済額   D収入済額   E D/C E/C F/C

1,363,350 -33,649 1,329,701 1,251,593 1,152,723 94.1 86.7 87.6

2,251,700 -55,775 2,195,925 1,879,225 1,836,044 85.6 83.6 88.9

介護保険特別会計（サービス事業） 67,227 -13,200 54,027 47,265 43,884 87.5 81.2 94.6

233,100 5,330 238,430 175,195 168,434 73.5 70.6 87.0

855,700 30,420 886,120 613,507 594,473 69.2 67.1 85.7

94,300 -5,250 89,050 77,468 74,781 87.0 84.0 81.8

188,700 -450 188,250 166,740 166,672 88.6 88.5 98.0

5,054,077 -72,574 4,981,503 4,210,993 4,037,011 84.5 81.0 88.2

759,032

町営スキー場事業特別会計

1,951,757

下水道事業特別会計

合計

207,363

4,391,703

後期高齢者医療特別会計 184,553

阿　賀　町　の　財　政　状　況

 町の財政状況がどのようになっているかを町民の皆様に知っていただくため、令和4年度（令和5年3月末現
在）の執行状況をお知らせします。

合計

会計名
支出済額　Ｆ

科目

     (単位：千円、%)
令和5年3月31日現在

令和4年度阿賀町一般会計予算執行状況

令和4年度阿賀町特別会計予算執行状況

診療所特別会計

72,806

1,165,084国民健康保険特別会計

介護保険特別会計（保険事業）

51,108

令和5年3月31日現在
     (単位：千円、%)

合計

     (単位：千円、%)
令和5年3月31日現在

科目



2．住民負担の状況

(単位：円)

町民税 固定資産税 軽自動車税 町たばこ税 入湯税 国民健康保険税 合計

予算額 318,731,000 921,130,000 38,740,000 65,001,000 2,801,000 178,383,000 1,524,786,000

収入済額 318,924,379 941,920,835 41,091,900 76,859,508 2,702,550 168,932,626 1,550,431,798

予算額 73,729 213,077 8,961 15,036 648 41,264 352,715

収入済額 73,774 217,886 9,505 17,779 625 39,078 358,647

予算額 33,115 95,702 4,025 6,753 291 18,533 158,419

収入済額 33,135 97,862 4,269 7,985 281 17,551 161,084

下水道使用料

予算額 148,605,000 世帯数 4,323 世帯

収入済額 136,788,603 人口 9,625 人

予算額 34,375

収入済額 31,642

予算額 15,439

収入済額 14,212

1世帯当たり

1人当たり

令和5年 3月31日現在

令和4年度における住民負担の状況

令和5年
3月31日現在

1人当たり

1世帯当たり

令和5年
3月31日現在



3．財産、公債及び一時借入金の現在高

（1）財産
(単位：㎡)

R4.4.1現在高

(単位：千円)

名              称
令和4年9月30日

現在高
令和4年度下期
中の増減額

令和5年3月31日
現在高

財政調整基金 2,361,356 1,568 2,362,924

減債基金 631,697 558 632,255

地域福祉基金 30,000 0 30,000

中山間ふるさと水と土保全基金 10,000 0 10,000

災害救助基金 19,414 0 19,414

畜産振興基金 9,794 0 9,794

合併振興基金 1,023,461 0 1,023,461

就学金基金 17,342 0 17,342

過疎地域持続的発展事業基金 1,828,446 660 1,829,106

町有施設建設準備基金 52,442 5 52,447

森林環境基金 460,242 1 460,243

学校施設整備基金 0 50,000 50,000

土地開発基金 211,858 1 211,859

国民健康保険財政調整基金 171,160 2 171,162

介護保険給付準備基金 224,223 2 224,225

下水道事業償還基金 12,622 0 12,622

合            計 7,064,057 52,796 7,116,853

住民一人当たり(円) 733,928 5,485 739,413

(2)公債
(ア)一般会計 (単位：千円)

借      入      先
令和4年9月30日
現在借入残高

令和4年度
下期償還額

令和4年度
下期借入額

令和5年3月31日
現在借入残高

財務省　財政融資資金 7,256,820 535,427 195,400 6,916,793

簡易保険積立金資金 26,130 8,311 17,819

地方公共団体金融機構資金 1,002,431 64,336 74,600 1,012,695

新潟県市町村振興協会 1,294,420 88,480 1,205,940

新潟県 4,500 2,250 2,250

第四北越銀行 1,816,034 173,148 18,200 1,661,086

大光銀行 1,082,121 98,535 36,400 1,019,986

合            計 12,482,456 970,487 324,600 11,836,569

住民一人当たり(円) 1,296,879 100,830 33,725 1,229,773

(イ)特別会計 (単位：千円)

借      入      先
令和4年9月30日
現在借入残高

令和4年度
下期償還額

令和4年度
下期借入額

令和5年3月31日
現在借入残高

診療所特別会計 26,991 2,040 0 24,951

下水道事業特別会計 3,029,016 227,925 2,000 2,803,091

町営スキー場事業特別会計 457 457 0 0

合            計 3,056,464 230,422 2,000 2,828,042

住民一人当たり(円) 317,555 23,940 208 293,823

(ウ)合　　　計

一般会計＋特別会計 15,538,920 1,200,909 326,600 14,664,611

住民一人当たり(円) 1,614,433 124,770 33,932 1,523,596

(3)一時借入金 (単位：千円)

借      入      先 借入期間
令和5年3月31日
現在借入残高

第四北越銀行 令和5年4月28日 200,000

ＳＭＢＣ日興証券 令和5年5月31日 663,586

（ア）公有財産

（イ）基　　金

区                              分

財産

土地

建物

55,575,585

199,877



参考資料

1 1,470,861 1,504,798 1,487,396 1,466,176 1,371,801 1,320,218 1,320,628 1,266,172 1,253,972 1,350,907 1,399,100 1,382,389 1,355,767 1,433,264

2 6,498,707 6,625,331 6,557,916 6,884,237 6,777,126 6,846,983 6,959,265 7,004,147 7,021,937 7,085,473 7,572,153 7,388,201 7,129,597 7,112,010

3 7,933,319 7,995,788 7,957,670 8,797,478 8,946,378 9,227,588 9,142,331 9,565,243 9,625,766 9,472,758 9,706,437 8,945,589 8,319,808 8,085,467

4 0.207 0.219 0.227 0.222 0.214 0.203 0.195 0.188 0.183 0.184 0.185 0.188 0.187 0.193

5 92.7 92.1 95.9 91.8 88.1 87.6 89.8 87.1 87.6 87.5 81.5 87.2 92.2 92.5

6 19.1 16.6 17.1 18.0 20.4 13.4 13.3 11.8 12.9 8.6 9.6 7.7 10.4 7.1

7 20.4 26.0 27.9 29.4 25.3 27.0 23.7 24.0 24.8 25.3 22.9 24.2 21.2 21.5

8 16.6 17.5 19.1 20.3 19.8 18.7 18.1 17.6 17.4 16.7 14.4 11.5 10.0 10.1

9 218.0 218.1 203.2 180.9 195.8 181.2 172.4 154.0 133.2 135.8 153.3 103.0

1 1,426,786 1,490,936 1,432,845

2 7,110,379 7,286,969 7,483,300

3 7,879,254 7,924,513 8,102,513

4 0.198 0.203 0.199

5 90.1 92.6 91.3

6 11.8 6.4 8.2

7 20.6 19.2 17.3

8 11.7 12.1 12.8

9 104.9 99.2 81.6
※経常収支比率は、減税補てん債及び臨時財政対策債を経常一般財源等に加えた数値である。

用語解説

1 基準財政収入額

2 基準財政需要額

3 標準財政規模

4 財政力指数

5 実質収支比率

5 経常収支比率

7 経常一般財源比率

6 地方債比率

7 公債費負担比率

8 実質公債費比率

実質公債費比率(3ヶ年平均)

将来負担比率

地方債比率

公債費負担比率

基準財政収入額(千円)

基準財政需要額(千円)

標準財政規模(千円)

令和9年度 令和10年度 令和11年度令和7年度 令和8年度 令和12年度 令和13年度 令和14年度指標名 令和元年度 令和2年度 令和3年度

財政力指数(3ヶ年平均)

各地方公共団体の財政力を合理的に測定するために、標準的な状況において見込まれる税収入を一定の方法によって算定した額をいいます。

各地方公共団体が、合理的かつ妥当な水準における行政を行い、または施設を維持するための財政需要を一定の方法によって合理的に算定した額をいいます。

阿賀町の主な財政指標

平成29年度 平成30年度平成27年度

令和4年度 令和5年度 令和6年度

経常収支比率

実質公債費比率(3ヶ年平均)

将来負担比率

経常収支比率

地方債比率

公債費負担比率

平成25年度 平成26年度

基準財政収入額(千円)

基準財政需要額(千円)

標準財政規模(千円)

財政力指数(3ヶ年平均)

平成28年度指標名 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

各地方公共団体の一般財源の標準的な収入見込額をいいます。

基準財政需要額に対する基準財政収入額の割合によって財政力を判断する指標で、1．000に近いほど財政力が強く、1．000を超えると普通交付税が不交付となります。

毎年度経常的に収入される財源のうち、人件費や公債費といった経常的に支出される経費に充当されたものの占める割合で、財政構造の弾力性を測定する比率をいい、比率が高くなるにつれ
財政の硬直化が進んでいることを示します。

歳入総額における地方債借入額の占める割合をいいます。

一般財源総額に対する公債費に充てられた一般財源の割合をいい、財政運営の弾力性を判断する指標をいいます。

公債費のほか公営企業債、一部事務組合が起こした地方債の元利償還金に対する繰出金や負担金等(普通交付税が措置されるものを除く)が標準財政規模に占める割合をいい、18%以上となる
と地方債の発行に当たり県知事の許可を受けなければならず、25%以上となると地方債の発行が制限されることとなります。

毎年度経常的に収入される財源の総額が標準財政規模に対して占める割合をいい、100を超える度合いが高いほど歳入構造に弾力性があることを示します。

標準財政規模に対する実質収支額（歳入歳出差引額から翌年度へ繰り越すべき財源を控除した額）の割合をいいます。


